










転換である O 今回の海外研修の機，以下のようなホスピス事情をふまえる為， (1) 
日系人社会に定着しつつある ResidentiedHomeでのホスピスの実施， (2) カリフォ
ルニアホームホスピス(在宅ホスピス)の試行， (3)退役軍人病院に開設した VA
Hospice Care Center，ハーレンベック医師，ナース，ソーシャルワーカー，ホスピス

















































































この組織は 1980年，米国における市民権運動として端を発したものである O つまりマイノ
末期患者と家族の霊的ニードの充足に関する研究ノート(山口信治)
リテイが社会問題になり，種種の調査研究がおこなわれた結果，多くの事実が明らかになって





















2つめの事例としてフレモンテ (Fremont) にあるベテルハウスについて記述しておく O ヲ
れは日本人の老いの住まい方の 1形態である O すでにカリフォルニア州で 1995年に公認をう
けた residentialolderly (老人ホーム)で，収容定員 5ないし 6人という小さなホームで，現










































3.ホームホスピスギパー (JimBrigham， LESW) 































4. パ口アルト退役軍人病院 (Hospiceand Respite Programs)の場合
スタンフォド大学に隣接するパロアルトに，退役した軍人病院がある O この新しい病院の 2










































































今後の議論のためスタンフォード大学教授，ウィリアム・ C・フォーキース (w.c.Lowkes 




と水は与え続けねばならない(レビ記 19 16) I隣人を愛し，隣人の生命にかかわる偽証を
してはならなしづとした明解なコメントを出している。
いずれも生命を問題にする場合，個人の意志の決定の重要性を示唆したもので，俗に言われ
ている“ホスピス即ハマトロス(処置なし)"ではない，新しい問題が提示されているところ
に今後の問題があろう。
最後に，この研究ノートの報告は平成 10年度悌教大学特別研究助成による研究の一部であ
る。紙面を通じて謝辞を述べる。
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